
『避難所開設訓練』を実施しました
11 月 23日、かすみ公民館・竹来中学校・舟島

小学校・君原小学校において、地区防災計画を策
定している行政区（自主防災組織）を対象に町と
協働による避難所開設訓練を実施しました。
各行政区の避難計画に基づき指定避難所まで

の避難経路・避難方法を確認したほか、避難所設
営・仮設トイレ設置・非常食の炊き出し等、さま
ざまな訓練を実施し、防災意識を高めました。

主な内容
所得税、町・県民税の申告手続き……

女性のさらなる社会進出に向けて…

20 歳になったら国民年金…………

『あみまるくん』ご利用案内…………

『まちづくり提案箱』を設置します…
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人と自然が織りなす，輝くまち
平成30年
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非常食炊き出し訓練

避難行動訓練 仮設トイレ（マンホールトイレ）設置訓練



所得税、町・県民税（住民税）の申告
手続きは正しくお早めに

平成30年分（平成 31 年度）

所得税、町・県民税（住民税）の申告
手続きは正しくお早めに

税務課☎888－1111（151・152・156）

『
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
』
は
、
毎
年
1
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年

間
に
生
じ
た
す
べ
て
の
所
得
の
金

額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
の
額
を
計
算

し
、
申
告
期
限【
平
成
31
年
3
月

15
日（
金
）】ま
で
に
確
定
申
告
書

を
提
出
し
て
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
金
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金

な
ど
と
の
過
不
足
を
精
算
す
る
手

続
き
で
す
。

ま
た
、
納
め
過
ぎ
た
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
を

還
付
申
告
と
い
い
ま
す
。

給
与
・
公
的
年
金
以
外
の
所
得

の
あ
る
人（
確
定
申
告
し
た
人
を

除
く
）、
収
入
の
な
か
っ
た
人
、

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
失
業
保
険

な
ど
の
非
課
税
所
得
の
み
で
同
居

す
る
親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な

い
人
は
住
民
税
の
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

非
課
税
証
明
書
の
発
行
や
、
国

民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
な
ど
の

算
定
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
申
告
期
限【
平
成
31
年

3
月
15
日（
金
）】ま
で
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
所
得
者
に
か
か
る
確
定
申

告
不
要
制
度
に
該
当
す
る
人
が

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
住
民
税
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
（
老
人
配
偶
者
・
障
害

者
・
寡
婦
な
ど
の
控
除
も
れ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
等
お
よ
び
運
転
免
許
証

等
の
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類

▼
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
）や
不

動
産
所
得
が
あ
る
人
は
、▽『
収

支
内
訳
書
』の
作
成
に
必
要
な

収
入
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た

帳
簿
▽
固
定
資
産
税
の
課
税
明

細
書
な
ど

▼
給
与
所
得
・
公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票（
原
本
）

▼
雑
所
得
・一
時
所
得
な
ど
の
支

払
調
書

▼
本
人
が
支
払
っ
た
本
人
お
よ
び

同
一
生
計
の
親
族
に
係
る
医
療

費
が
所
得
の
5
％
以
上
（
所
得

が
2
0
0
万
円
以
上
の
場
合

に
は
10
万
円
以
上
）あ
る
人
は
、

医
療
を
受
け
た
人
ご
と
に
支
払

っ
た
医
療
費
・
保
険
金
な
ど
の

補
て
ん
金
を
記
載
す
る『
医
療

費
控
除
の
明
細
書
』を
作
成
し

添
付
▽
医
療
費
控
除
の
特
例
と

し
て
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

▼
本
人
が
支
払
っ
た
本
人
お
よ
び

同
一
生
計
の
親
族
に
係
る
健
康

保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料

な
ど
の
控
除
証
明
書

▼
本
人
が
支
払
っ
た
本
人
お
よ
び

親
族
に
係
る
一
般
の
生
命
保
険

料
・
介
護
医
療
保
険
料
の
控
除

証
明
書

▼
本
人
が
支
払
っ
た
本
人
お
よ
び

配
偶
者
に
係
る
個
人
年
金
保
険

料
の
控
除
証
明
書

▼
本
人
が
支
払
っ
た
本
人
お
よ
び

同
一
生
計
の
親
族
に
係
る
地
震

保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書

▼
本
人
が
支
払
っ
た
特
定
寄
付
金

な
ど
の
受
領
証
明
書

▼
障
害
者
ま
た
は
障
害
者
を
扶
養

す
る
人
は
、
▽
障
害
者
手
帳

▽
療
育
手
帳
▽
寝
た
き
り
・
認

知
症
等
の
高
齢
者
の『
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
』な
ど

▼
還
付
に
な
る
場
合
は
、
還
付
金

を
受
け
取
る
本
人
名
義
の
口
座

（
金
融
機
関・支
店
名・口
座
番
号
）

▼
認
め
印　

※
ゴ
ム
印
不
可

◦
期
間

平
成
31
年
2
月
18
日（
月
）～

3
月
15
日（
金
）（
土
・
日
を
除
く
）

※
2
月
24
日（
日
）お
よ
び
3
月

3
日（
日
）は
開
場
し
ま
す

◦
相
談
受
付

 

午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

（
提
出
は
午
後
5
時
ま
で
）

▼
竜
ケ
崎
税
務
署

〒
3
0
1
ー

8
6
0
1
龍
ケ
崎

市
川
原
代
町
1
1
8
2
ー

5　

☎
0
2
9
7
ー

6
6
ー

1
3
0
3

（
自
動
音
声
案
内
）

▼
相
談
内
容
が
複
雑
な
場
合
は
午
後

3
時
頃
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い

※
な
お
、
毎
年
駐
車
場
が
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の

申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

持
参
す
る
も
の

町
で
は
、
住
民
税
の
申
告
書

が
手
元
に
な
い
場
合
や
住
民
税

の
申
告
書
の
書
き
方
が
わ
か
ら

な
い
場
合
に
は
、
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
』な
ど
を
利

用
し
て
印
刷
し
た
申
告
書
の
表

題
部
を『
平
成
31
年
度
住
民
税

申
告
書
』
に
訂
正
し
、
住
民
税

申
告
書
の
代
わ
り
と
し
て
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
の

申
告
相
談
会
場
に
持
参
ま
た
は

町
税
務
課
宛
て
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

町民の視点にたったまちづくり

税
務
署
で
の
確
定
申
告
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自
ら
申
告
書
の
作
成
が
困
難
な

人
を
対
象
に
、
住
民
税
お
よ
び
所
得

税
の
確
定
申
告
（
還
付
申
告
）
に
つ

い
て
の
申
告
相
談
、
申
告
書
の
作
成

お
よ
び
収
受
を
役
場
本
庁
舎
3
階

の
3
0
1
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

▼
申
告
相
談
の
期
間
中
は
、
確
定

申
告
書
・
住
民
税
申
告
書
な
ど

の
配
付
お
よ
び
収
受
受
付
な
ど

に
つ
い
て
も
す
べ
て
、
本
庁
舎

1
階
の
税
務
課
窓
口
で
は
な

く
、
本
庁
舎
3
階
の
申
告
相
談

会
場
で
行
い
ま
す

▼
申
告
相
談
の
期
間
中
は
、
役
場

駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
来
庁
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

次
の
申
告
は
、
竜
ケ
崎
税
務
署

ま
た
は
国
税
局
の
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
青
色
申
告
・
過
去
の
年
分
の
確

定
申
告
・
修
正
申
告
・
更
正
の
請

求
な
ど

▼
事
業
（
営
業
）
所
得
（
新
た
に
事

業
を
開
始
し
た
年
分
お
よ
び
震

災
に
よ
る
事
業
用
資
産
・
棚
卸
資

産
な
ど
の
被
害
）、
利
子
所
得
、

配
当
所
得
、
給
与
所
得
（
特
定
支

出
控
除
）、
先
物
取
引
に
係
る
雑

所
得
等
、
山
林
所
得
、
総
合
課
税

の
譲
渡
所
得
（
ゴ
ル
フ
会
員
権
・

貴
金
属
な
ど
）、
分
離
課
税
の
譲

渡
所
得
（
土
地・建
物・株
式
な
ど
）

▼
変
動
所
得
・
臨
時
所
得
の
平
均

課
税

▼
雑
損
控
除
（
災
害
・
盗
難
に
よ

る
損
害
な
ど
）

▼
居
住
の
用
に
供
し
た
年
分
の
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
特
定

増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
、
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控

除
、
住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額

控
除
、
認
定
長
期
優
良
住
宅
新

築
等
特
別
税
額
控
除

▼
災
害
減
免
額
、
外
国
税
額
控
除
な
ど

▼
国
外
に
居
住
し
て
い
る
親
族
の

扶
養
控
除
な
ど

確
定
申
告
期
間
中
、
税
務
署
や

役
場
の
申
告
相
談
窓
口
・
駐
車
場

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利

用
し
て
自
宅
で
確
定
申
告
書
・
収
支

内
訳
書
・
医
療
費
控
除
の
明
細
書
等

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
申
告
書
の
作

成
が
で
き
ま
す
。
申
告
書
な
ど
の
提

出
は
、
印
刷
し
た
も
の
を
竜
ケ
崎
税

務
署
に
郵
送
、
役
場
の
申
告
相
談
窓

口
で
収
受
、ま
た
は
e
ー

T
a
x
（
電

子
申
告
）
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

◦
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
な
ど
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

e
ー

T
a
x
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
☎
0
5
7
0
ー

0
1
0 －

5
9
0
1　

※

月
～
金

曜
日　

申
告
期
間
中
は
、
午
前

9
時
～
午
後
8
時
ま
で（
祝
日

等
お
よ
び
12
月
29
日
～
1
月
3

日
を
除
き
ま
す
）

◦
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ

竜
ケ
崎
税
務
署
☎
0
2
9
7
ー

6
6
ー

1
3
0
3（
自
動
音
声
案
内
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
ま
で

所得税　町・県民税（住民税）申告相談

◦申告相談会　　会場：役場 3階 301 会議室

区　分 期　間 時　間 対　象

所得税確定（還付）申
告・住民税申告の相談
および受付

※事業所得（営業・農業）・
不動産所得のある人、
確定申告により所得税
が納税となる人の相談
はできません

平成 31 年 2 月 8 日
（金）～ 15日（金）
（土・日・祝日を除く）

※初日は混雑が予想
されます

▼受付開始時間
午前 7時 30 分に役場北口玄
関を開錠しますので、3階の
申告相談会場入口に設置して
ある受付番号簿に氏名を記入
してお待ちください。
番号札の配付は 8時 30分から
となります。
▼相談時間
午前８時 45分頃から受付番号
順に申告相談を開始します。
▼受付終了時間
午後3時30分まで受付します。
※日曜申告の日は午前 11 時
まで受付します

※混雑状況によって早めに受
付を終了する場合がありま
す

▽給与所得者で年末調整をしていない人
▽給与所得・年金所得者で医療費控除・
社会保険料控除・生命保険料控除・
扶養控除などの追加により所得税
が還付になる人

▽収入のなかった人
▽非課税所得のみの人
▽他の市区町村に居住する人の扶養
になっている人

所得税確定申告・住民
税申告の相談および
受付

※消費税および地方消費税の
確定申告、相続税・贈与税
の申告の相談はできません

※そのほかにも役場で相談
できない申告があります

平成 31年 2月 18日
（月）～ 3月 15日（金）
（土・日を除く）

※日曜申告を行います
※2月24日（日）および
3月3日（日）の午前
中実施

▽上記の対象者および確定申告により
所得税が納税となる人（青い受付番号
簿に氏名を記入してお待ちください）

▽事業所得（営業・農業）や不動産所
得などがある人（赤い受付番号簿
に氏名を記入してお待ちください）

※提出書類や所得額・控除額を計算
するために必要な書類がそろって
いない場合は、受付できません

国
税
局
の
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー

役
場
で
相
談
で
き
な
い

申
告

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

確
定
申
告

役
場
で
の
申
告
相
談
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阿見町開催競技セーリング
茨城国体開催まであと281日

阿見町開催競技セーリング阿見

Vol.9

4茨城国体阿見町実行委員会HPでは国体情報を随時発信中!!「国体阿見町」で検索！

いきいき茨城ゆめ国体リハーサル大会を開催！！

▲優勝杯返還▲10月26日（金）に開会式が行われました

▲出艇 ▲レース（420級） ▲レース(スナイプ級)　	 ▲レース(国体ウインドサーフィン級)

10月26日（金）～28日（日）の3日間にわたり、いきいき茨城ゆめ国体セーリング競技会のリハーサル大会とな

る『高松宮妃記念杯第64回全日本実業団ヨット選手権大会』、『第20回全日本セーリングスピリッツ級選手権

大会』、『2018年全日本セーリング選手権大会』が、阿見町霞ヶ浦セーリング特設会場において開催されました。

全国から108艇の競技艇と212人の選手が出場し、熱いレースが繰り広げられ、来年のいきいき茨城ゆめ国

体へ向けて、大きな盛り上がりを見せました。大会の様子やレース結果をご紹介します。

▲選手宣誓



阿見町開催競技セーリング
茨城国体開催まであと281日

5 問い合わせ　国体推進室☎ 888－1111（226）

　　レース結果

　セーリングスピリッツ級では霞ヶ浦セーリングチームが1位を、420級（少年男子）では霞ヶ浦高等学校が1位か
ら3位までの表彰台を独占するなど、茨城県勢も好成績を残しました。

●高松宮妃記念杯第 64回全日本実業団ヨット選手権大会
▼種目：470 級 ▼種目：スナイプ級

順　位 	実業団チーム名 順　位 	実業団チーム名
1位 ㈱エス・ピー・ネットワーク 1位 グッドホールディングスセーリングチーム
2位 チームアビーム	ヤマハセーリングチーム 2位 湘南サニーサイドマリーナヨットクラブＡ
3位 霞ヶ浦セーリングチーム 3位 三菱重工広島

●第 20回全日本セーリングスピリッツ級選手権大会
▼種目：セーリングスピリッツ級

順　位 所　属 選手名 1 選手名 2
1位 霞ヶ浦セーリングチーム 宇田川　真乃 福田　桃奈
2位 鹿児島県セーリング連盟 有馬　優子 石澤　佑衣
3位 福井県セーリング連盟 笹木　彩那 大熊　典子

● 2018年全日本セーリング選手権大会
▼種目：420級(少年男子) ▼種目：420 級 (少年女子)

順　位 所　属 選手名 1 選手名 2 順　位 所　属 選手名 1 選手名 2
1位 霞ヶ浦高等学校 宇田川　涼太郎 吉井　稀世輝 1位 広島県セーリング連盟 小菅　　楓 橋本　歩波
2位 霞ヶ浦高等学校 大石　駿水 青木　武斗 2位 長崎工業高等学校 小森　清佳 泉　　彩奈
3位 霞ヶ浦高等学校 嶋倉　照晃 福田　祥大 3位 千葉県セーリング連盟 石塚　春菜 市村　みずき

▼種目：国体ウインドサーフィン級（成年男子） ▼種目：国体ウインドサーフィン級（成年女子）

順　位 所　属 選手名 順　位 所　属 選手名
1位 神奈川県セーリング連盟 山﨑　大輔 1位 神奈川県セーリング連盟 堀川　智江
2位 ㈱豊田自動織機 福村　拓也 2位 − 鍊石　恵子
3位 福岡県セーリング連盟 村田　高亮 3位 熊本県セーリング連盟 川端　貴美可

▼種目：レーザー級（成年男子） ▼種目：レーザーラジアル級（成年女子）

順　位 所　属 選手名 順　位 所　属 選手名

1位
広島県セーリング連盟／
大島商船高等専門学校

豊島　以知朗 1位 広島県セーリング連盟 濱田　華帆

2位 レーザー伊達フリート 小野寺　正一郎 2位 ㈱豊田自動織機 柿元　麻衣
3位 栃木県セーリング連盟 齋藤　　匠 3位 霞ヶ浦セーリングチーム 仲　　美南

▼種目：レーザーラジアル級（少年男子） ▼種目：レーザーラジアル級（少年女子）

順　位 所　属 選手名 順　位 所　属 選手名
1位 広島ベイディンギークラブ 豊島　有壮 1位 長崎工業高等学校 藤尾　万唯華
2位 − 黒田　浩渡 2位 碧南市立中央中学校 杉浦　ふう華
3位 広島県セーリング連盟 前田　海陽 3位 東京都ヨット連盟 小山　すみれ

　詳しいレース結果はいきいき茨城ゆめ国体阿見町実行委員会のホームページに掲載しています。
　また、ホームページでは大会の動画も公開中です。ぜひご覧ください。

▲セーリングスピリッツ級の１位は霞ヶ浦セーリングチーム ▲420級（少年男子）では霞ヶ浦高等学校が表彰台を独占

　　レース結果　　レース結果レース結果
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守ります！税の公平

皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
は
、
安
心
・
安
全
な
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う

え
で
、
と
て
も
大
切
な
財
源
で

す
。町

で
は
、
期
限
を
守
り
納
税

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
と
の

公
平
性
を
保
つ
と
と
も
に
、
税

収
を
確
保
す
る
た
め
、
滞
納
者

に
対
し
滞
納
処
分
（
差
押
）
を

厳
正
に
行
っ
て
い
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
町
税
を

納
め
て
い
な
い
人
は
、
早
急
に

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
自
主
納
付
の
原
則

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
自
主
納

付
が
基
本
で
す
。自
主
納
付
と
は
、

納
税
者
の
皆
さ
ま
が
定
め
ら
れ
た

納
期
限
ま
で
に
自
主
的
に
納
税
す

る
こ
と
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場

合
は
督
促
状
や
催
告
書
な
ど
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
再
三
の

催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
し
て

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
納
期
限

内
に
納
付
い
た
だ
い
た
人
と
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
財
産
（
預
貯

金
・
給
与
・
生
命
保
険
・
不
動
産
な

ど
）
を
調
査
し
、
差
押
に
よ
る
滞

納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
納
付
が
困
難
な
場
合
は

納
税
相
談
を
！

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
支
払
わ

ず
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

督
促
手
数
料
・
延
滞
金
が
か
か
っ

て
し
ま
い
、
滞
納
処
分
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

病
気
や
失
業
、
事
業
の
経
営
不

振
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
納

期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
、
一
度

に
納
付
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い

う
場
合
は
、
納
付
方
法
や
納
付
計

画
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
の
で
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
な
い

で
、
収
納
課
へ
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

■
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

差
押
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
主
納
付

が
な
く
放
置
し
た
場
合
は
、
誠
実

性
の
な
い
滞
納
者
と
し
て
、
茨
城

租
税
債
権
管
理
機
構
に
徴
収
権
を

移
管
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
は
、

県
内
市
町
村
で
構
成
さ
れ
、
県
が

支
援
す
る
一
部
事
務
組
合
で
す
。

市
町
村
か
ら
滞
納
事
案
を
受
け
、

財
産
差
押
や
差
押
不
動
産
の
公
売

な
ど
の
強
制
換
価
を
行
う
、
租
税

債
権
回
収
業
務
の
専
門
機
関
で
す
。

町
で
は
、
毎
年
約
20
件
の
事
案

を
移
管
し
て
い
ま
す
。

平成 29年度
件　数 換価額（円）

不動産 25 710,000
預貯金 136 12,632,790
所得税還付金 6 59,481
給料 95 16,933,081
年金 10 5,985,717
生命保険 18 3,126,329
その他 11 3,703,399

合　計 301 43,150,797

■滞納処分執行状況

■滞納処分の流れ

　財産の差押を
　　　実施しています！

許さない！町税・国保税滞納。守ります！税の公平

不動産・預金等差押

301 件
（平成29年度実績）

収納課☎888ー1111（147・148）
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町民活動推進課男女共同参画推進室☎888ー1111（271）

このマークは男女共
同参画社会のシンボ
ルマークです―女性が輝く社会づくり―

女性のさらなる
　社会進出に向けて
女性のさらなる
　社会進出に向けて

人がつながるまちづくり

さわやかフェア 2018で男女共同参画センターのPRを行いました

10月 21日（日）に開催した『さわやかフェア2018』において、センターの事業PRとしてパネルを展示しました。
また、男女共同に関するシールアンケートに大勢の皆さんの参加をいただき、ありがとうございました。
「阿見町に『男女共同参画センター』があることを知っていますか？」との問いに、55％の人に『知っている』
と答えていただきました。これからも、より大勢の町民の皆さんに利用していただける男女共同参画センター
を目指して事業を拡充していきます。

11 月 10 日（土）、中央公民館において男女共同参画社会推進講演会（主催：町、町男女共同参画社会推進
会議）を開催しました。
この講演会は、毎年町民を対象に開いているもので、今回は、「私らしいワーク・ライフ・バランス」をテー
マに、落語家である春風亭鹿の子師匠を講師に招いての高座仕立ての講演会となり、大勢の町民の皆さんにお
越しいただきました。
活躍する噺家 688 人のうち、女性は 10人足らずという男性社会である落語会に飛び込み、14年目にして
真打昇進を果たし、結婚、妊娠・出産を経て、現在子育て真っ最中の一児の母として活躍する鹿の子師匠の体
験談も交えながらの流暢な話に、いつの間にか皆さん身を乗り出すようにして聞き入っていました。
出囃子とともに鹿の子師匠が登場し、笑いは健康にも美容にもよいと、アン

チエイジングの話や独自で考案した「オリンピック顔面体操」を披露して笑いを
誘いました。また、結婚・出産・子育てをしながら噺家を続けてきたなかで、ひ
とりで思い悩んでいた時期のこと、その不満を夫にぶつける毎日だったこと、
それを受け止めてくれて育メンに大変身した夫への感謝の気持ちなどを、古典
落語や創作落語に織り交ぜながら笑いあり、涙ありの講演会となり、会場は大
きな拍手が沸き起こっていました。

『町男女共同参画社会推進講演会』を開催しました

講演を行う鹿の子師匠

タウンAMI 女性の会活動報告

9 月 5日（水）、中央公民館において、公益財団法人生命保険文化センターの山
口良司さんを講師にお招きし、『老後の生活設計　～セカンドライフと生命保険
～』をテーマにしたタウンAMI 合同研修会を開催しました。
研修会では、幸せになるために生命保険を上手に見直して、豊かなセカンド
ライフを送るための大切さを、わかりやすくとても楽しく説明していただきま
した。 研修会の様子

第 3回男女共同参画パネル展を開催します

▼期日：平成 31年 1月 23日（水）～ 2月 6日（水）
▼時間：午前 9時～午後 7時
▼場所：中央公民館 1階ホール
▼内容：「阿見町の男女共同参画社会推進の歩み」「地域における男女共同参画」
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阿見町の
地域貢献・社会貢献活動団体

町民活動センター　☎888ー2051　／　町民活動推進課　☎888ー1111（272）

『町民活動センター』は、市民活動団体の活動を支援するとともに、市民活動団体・『町民活動センター』は、市民活動団体の活動を支援するとともに、市民活動団体・
企業・行政等の異なる特徴を持つ各主体が連携する協働によるまちづくりを推進してい企業・行政等の異なる特徴を持つ各主体が連携する協働によるまちづくりを推進してい
ます。今回は、『いきいき茨城ゆめ国体　阿見町ボランティア』についてご紹介します。ます。今回は、『いきいき茨城ゆめ国体　阿見町ボランティア』についてご紹介します。

人がつながるまちづくり

町民活動センターマスコット
あみエール

いきいき茨城ゆめ国体　阿見町ボランティア募集中！！
～いきいき茨城ゆめ国体を一緒に成功させよう！～

いきいき茨城ゆめ国体阿見町実行委員会では、2019 年に実施される「いきいき茨城ゆめ国体　セーリン

グ競技会」の運営および広報にご協力いただけるボランティアの皆さんを募集しています。

全国から訪れる多くの方々をおもてなしの心で温かくお迎えし、大会を盛り上げていきましょう！

▼セーリング競技を知らなくても大丈夫！　▼半日程度からの参加でも大丈夫！

　まずは気軽に『国体阿見町』で検索！

●ボランティア申込・問合せ

いきいき茨城ゆめ国体阿見町実行委員会事務局（国体推進室内）☎ 888−1111（226）

いきいき茨城ゆめ国体　阿見町ボランティア
10 月 26 日（金）から 28 日（日）の間、阿見町霞ヶ浦セーリング特設会場において「いきいき茨城ゆめ国体

セーリング競技リハーサル大会」が開催されました。大会の運営は応募頂いた阿見町ボランティアの皆さんに

もご協力いただき、3日間の大会期間中に 24人の皆さんが会場の受付・案内、環境美化、来場者・選手等関係

者用のチャイルドルーム、選手等関係者への弁当配付といった場で活躍されました。

会場で行われた阿見町商工会女性部の皆さんによるふるまい料理の様子とあわせ、皆さんの活躍の様子をご

紹介します。

リハーサル大会のボランティア活動に参加された皆さんからは、「来年の本大会に向けて活動意欲が高まっ

た」「来年の本大会もぜひ参加したい」といった声が寄せられました。

来年開催される「いきいき茨城ゆめ国体　セーリング競技会（開催：2019 年 9月 29 日～ 10 月 2日）」を

盛り上げていきましょう！

▲弁当配付係：選手をはじめとした、
多くの皆さんに弁当を支給しまし
た！

▲環境美化係：昼食時間帯の後には、
会場内のゴミの後片づけをしまし
た！

▲町商工会女性部：けんちん汁がふる
まわれ、選手の皆さんの冷えた体
を温めました！
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高齢福祉課　☎888ー1111（141・743）／町シルバークラブ連合会（福祉センターまほろば内）　☎875ー6950

第
４
金
曜
日
に
定
例
競
技
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

競
技
会
で
は
毎
回
１
０
０
人

前
後
の
選
手
が
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
元
気
に

競
技
に
励
ん
で
い
ま
す
。

■
輪
投
げ
大
会

参
加
者
が
毎
回
3
0
0
人
を

超
え
る
人
気
の
あ
る
大
会
で
す
。

会
場
と
な
る
町
民
体
育
館
で
は
、

毎
回
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。

■
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会

数
年
前
か
ら
町
民
体
育
館
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
輪
投
げ
大

会
に
次
い
で
人
気
の
あ
る
大
会

で
、
大
会
が
近
づ
く
と
、
競
技

の
練
習
が
で
き
る
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
『
ま
ほ
ろ
ば
』
で
は
、
た
く

さ
ん
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
練
習

を
行
い
ま
す
。

■
ペ
タ
ン
ク
・
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

年
に
1
回
、
県
大
会
に
出
場
す

る
町
の
代
表
を
決
定
す
る
た
め

現
在
、
町
内
に
は
38
の
シ
ル
バ

ー
ク
ラ
ブ
（
単
位
ク
ラ
ブ
）
が
あ

り
ま
す
。
1
8
0
0
人
ほ
ど
の
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
単
位
ク
ラ
ブ
内

で
の
活
動
や
、
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
文
化
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康
づ

く
り
・
仲
間
づ
く
り
の
た
め
に
、

元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

■
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ

大
会

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す

る
『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
大
会
』
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

主
催
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

輪
投
げ
・
ペ
タ
ン
ク
・
ク
ロ
ッ
ケ
ー

の
各
大
会
で
勝
ち
抜
い
た
選
手
の

皆
さ
ん
が
、
町
の
代
表
と
し
て
大

会
に
出
場
し
ま
す
。
平
成
26
年
度・

27
年
度
は
ペ
タ
ン
ク
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
部
門
で
、
平
成
30
年

度
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
門

で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会

町
総
合
運
動
公
園
で
、
第
2
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
取
り
組
み

で
行
う
事
業
で
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い

の
場
を
設
け
、
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
や
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

を
促
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
は
22
の
単
位
ク

ラ
ブ
が
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

■
介
護
施
設
訪
問

町
内
2
つ
の
介
護
施
設
に
入
所

し
て
い
る
お
年
寄
り
へ
の
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
側
か
ら
も

歓
迎
さ
れ
、
継
続
し
て
行
う
活
動

に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の

参
加
・
設
立
に
つ
い
て
の
支
援
や

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
の

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
興
味
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
活
動
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
上
記
問
合
せ
先
へ
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

に
、
町
総
合
運
動
公
園
で
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
演
芸
会

年
に
2
回
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
民
謡
・

郷
土
芸
能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
演

目
が
上
演
さ
れ
、
会
員
の
腕
を
披

露
す
る
絶
好
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。観
覧
を
希
望
す
る
人
も
多
く
、

会
場
で
あ
る
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
は
、
毎
回
約
3
0
0
人
の
観

客
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

■
単
位
ク
ラ
ブ
交
流
会

単
位
ク
ラ
ブ
間
の
親
睦
を
図
る

た
め
に
、
各
行
政
区
の
公
会
堂
等
を

利
用
し
た
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
間
を
通
し
て
開
催
し
平
成
30

年
度
は
16
ク
ラ
ブ
8
組
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■
わ
く
わ
く
美
術
展

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
『
わ
く
わ
く
美
術
展
』
へ
多

数
の
作
品
を
出
展
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
か
ら
3
年
連
続
で

書
と
工
芸
の
部
門
で
知
事
賞
を
い

た
だ
き
、
全
国
大
会
に
も
出
展
し

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
も
た
く
さ

ん
の
作
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

■
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

地
域
の
子
ど
も
育
成
会
等
が
共
同

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

文
化
活
動
へ
の
取
り
組
み

▲シャフルボード大会

▲介護施設訪問

人がつながるまちづくり
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▼国民健康保険▼後期高齢者医療制度
保険税（料）を年金からお支払い（天引き）されている人へ

『年金からの天引きによる納付』から
『口座振替による納付』へ変更できます

国保年金課☎888ー1111（131〜 135）

みんなでささえ愛…こくほ

国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料
を
年
金
か
ら
お
支

払
い
（
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
人

は
、『
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ

る
納
付
』
か
ら
『
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
』
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
国
保
年
金
課

の
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
お
支
払
い
い
た
だ
く
保
険
税

（
料
）の
総
額
は
、
変
わ
り
ま

せ
ん

●
口
座
振
替
の
登
録
を
さ
れ
て
い

な
い
人
：『
保
険
証
』『
振
替
口

座
の
預
金
通
帳
』『
通
帳
の
届

出
印
』
を
ご
持
参
の
う
え
、
国

保
年
金
課
窓
口
に
お
越
し
く
だ

さ
い

●
す
で
に
口
座
振
替
の
登
録
を

さ
れ
て
い
る
人
：『
保
険
証
』『
印

鑑
』
を
ご
持
参
の
う
え
、
国
保

年
金
課
窓
口
に
お
越
し
く
だ

さ
い

※
手
続
き
を
す
る
時
期
に
よ
り
、

口
座
振
替
へ
変
更
で
き
る
月
は

異
な
り
ま
す

手
続
き
方
法

平
成
30
年
中
に
納
付
さ
れ
た

『
国
民
健
康
保
険
税
』・『
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
』・『
介
護
保
険
料
』

の
納
付
額
証
明
書
を
、
役
場
か
ら

平
成
31
年
2
月
初
旬
ま
で
に
送
付

し
ま
す
。

納
付
額
証
明
書
は
、
平
成
30
年

分
の
確
定
申
告
ま
た
は
町
・
県
民

税
申
告
の
際
に
、
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

こ
の
納
付
額
証
明
書
は
、『
普

通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
）』
で
納
付
さ
れ

た
分
の
み
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

『
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

●
振
替
口
座
に
つ
い
て
：
納
税
義

務
者
ご
本
人
以
外
の
口
座
も
可

能
で
す

●
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て
：

口
座
振
替
へ
変
更
し
た
場
合
、

所
得
税
や
町
・
県
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
は
、
口
座
名
義
人

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
年

金
か
ら
の
天
引
き
の
場
合
は
、

年
金
受
給
者
ご
本
人
に
適
用
さ

れ
ま
す

●
口
座
振
替
へ
の
変
更
後
に
振
替

不
能
と
な
っ
た
場
合
：
年
金
か

ら
の
お
支
払
い
に
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

保
険
税（
料
）
の
納
付
額

証
明
書
の
送
付
に
つ
い
て

遺族年金・障害年金など非課税とな
る年金を受給している人や無収入
の人も所得申告が必要です

国保税は、加入者の前年中（1～ 12

月）の所得などから計算されます。世

帯主（納税義務者）を含む加入者全員の

所得の合計が一定の基準以下の場合は、

保険税を軽減する制度がありますが、

この軽減制度の適用を受けるには世帯

全員の申告が必要です。

遺族年金・障害年金・失業保険などの

非課税所得のみの人や収入がなかった

人も含め、所得申告をしていない人が

いる場合は軽減が適用できませんので、

税法上町内在住者の扶養に入っていな

い場合は、必ず所得の申告をお願いし

ます。

また、所得申告をしていないと高額

療養費の支給額が少なくなったり、支

給を受けられない場合があります。

後期高齢者医療制度においても同様

に、後期高齢者医療保険料の算定や高

額療養費の支給額などの判定のため、

被保険者本人および同じ世帯の人の所

得申告が必要です。

き
に
よ
る
納
付
）』
で
納
付
さ
れ

た
分
の
納
付
額
証
明
は
、
年
金
支

払
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収

票
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
分

は
、
年
金
支
払
者
か
ら
源
泉
徴
収

票
が
送
付
さ
れ
な
い
た
め
、
納
付

額
証
明
が
必
要
な
人
は
各
担
当
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
▼
国
民
健
康
保
険

税
：
国
保
年
金
課
国
保
係

（
1
3
1
）▼
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
：
国
保
年
金
課
後
期
高

齢
医
療
福
祉
係（
1
3
4
）

▼
介
護
保
険
料
：
高
齢
福
祉
課

介
護
保
険
係（
7
2
6
）

ご
留
意
い
た
だ
き
た
い

こ
と
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療医
福祉

国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）

ご存じですか？

医療福祉費（マル福）制度

■
対
象
と
な
る
人

●
小
児

▼
0
歳
～
18
歳
の
誕
生
日
以
後
、

最
初
の
3
月
31
日
ま
で

●
重
度
心
身
障
害
者

▼
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

▼
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う

こ
う
も
し
く
は
直
腸
・
小
腸
・
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
ま
た
は
肝
臓
の
機
能
障
害

に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
3

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

▼
療
育
手
帳
（
判
定
A
以
上
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

▼
療
育
手
帳
（
判
定
B
）
お
よ
び

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
の
両
方

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の
支

給
対
象
の
人

▼
障
害
基
礎
年
金
1
級
に
該
当
す
る

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

※
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
加
入
が
要
件
と
な
り
ま
す

●
母
子
（
父
子
）
家
庭

▼
配
偶
者
の
い
な
い
女
性（
男
性
）

と
そ
の
子
（
現
に
監
護
し
て
い

る
場
合
の
み
。
子
の
18
歳
の
誕

生
日
以
後
、
最
初
の
3
月
31
日

ま
で
。
子
が
障
害
児
ま
た
は
高

校
在
学
中
の
場
合
は
20
歳
未
満

【
要
件
あ
り
】）

●
妊
産
婦

▼
母
子
保
健
法
に
基
づ
く
妊
娠
の

届
出
を
し
た
人
（
妊
娠
届
出
月

の
初
日
か
ら
出
産
月
の
翌
月
の

末
日
ま
で
）

■
マ
ル
福
の
申
請

国
保
年
金
課
窓
口
へ
左
記
の
も

の
を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
の
場
合
マ
ル
福
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す
。
な
お
年
に
1
回
更

新
が
あ
り
ま
す（
妊
産
婦
を
除
く
）。

●
持
参
す
る
も
の
：
▼
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
▼
健

康
保
険
証
▼
印
鑑
▼
18
歳
ま
で

の
人
は
保
護
者
の
金
融
機
関
の

口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
▼
重

度
心
身
障
害
者
に
該
当
の
人
は

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
・
障

害
年
金
証
書
等
▼
妊
産
婦
に
該

当
の
人
は
母
子
健
康
手
帳
・
妊

産
婦
本
人
名
義
の
金
融
機
関
の

口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
▼
転

入
等
に
よ
り
、
町
で
所
得
の
確

認
が
で
き
な
い
人
は
住
民
税
課

税
証
明
書
等
（
源
泉
徴
収
票
不

可
）

※
住
民
税
課
税
証
明
書
等
は
『
総

所
得
・
扶
養
人
数
・
所
得
控
除
』

の
記
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。
対

象
者
に
よ
り
必
要
な
年
度
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
県
内
の
病
院
に
か
か
る
場
合

健
康
保
険
証
等
と
マ
ル
福
受
給

者
証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
窓
口
で
の
自
己
負
担

▼
外
来
の
場
合
：
医
療
機
関
ご
と

に
1
日
6
0
0
円
、
月
2
回
を

限
度
に
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
保
険
薬
局
で
の
調
剤
に
か

か
る
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
入
院
の
場
合
：
1
日
3
0
0
円
、

月
3
0
0
0
円
を
限
度
に
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
入
院
時
の

食
事
代
（
標
準
負
担
額
）
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す

▼
重
度
心
身
障
害
者
の
マ
ル
福
に

該
当
す
る
人
は
自
己
負
担
金
は

あ
り
ま
せ
ん

●
町
か
ら
の
助
成

18
歳
ま
で
の
人
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
支
払
っ
た
外
来
お
よ
び

入
院
自
己
負
担
金
を
町
が
独
自
に

助
成
し
ま
す
。
外
来
自
己
負
担
金

が
6
0
0
円
未
満
の
場
合
に
は
、

外
来
自
己
負
担
金
支
給
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
妊
産
婦
の
人
は
医
療
機
関
へ
の

か
か
り
方
な
ど
が
ほ
か
の
対
象

者
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
県
外
の
病
院
に
か
か
る
場
合

マ
ル
福
受
給
者
証
は
、
県
外

で
の
診
療
に
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
県
外
で
診
療
を
受
け
た
と

き
は
、
国
保
年
金
課
窓
口
で
医

療
福
祉
費
支
給
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
指
定
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

町
に
住
所
が
あ
り
、
各
種
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、
左
記
の
対

象
に
な
る
人
に
対
し
、
保
険
診
療
と
な
る
医
療
費
（
※
）
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
に
つ
い
て
所
得
制
限

が
あ
り
（
小
児
を
除
く
）、
基
準
を
超
え
た
人
は
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
も
対
象
外
で
す
。

※
柔
道
整
復
師
等
に
よ
る
各
種
健
康
保
険
の
適
用
と
な
る
施
術
も
含
み
ま
す

みんなでささえ愛…こくほ
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国
金民
年

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

みんなでささえ愛…ねんきん

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
全
額
免
除
・
4
分
の
3
免
除
・

半
額
免
除
・
4
分
の
1
免
除
の
ほ

か
に
次
の
猶
予
制
度
が
申
請
で
き

ま
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度
：
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な

る
学
生
は
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ

る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
人
で
す

※
申
請
す
る
に
は
、
在
籍
期
間
の

確
認
で
き
る
学
生
証
（
コ
ピ
ー

の
場
合
は
両
面
）、
ま
た
は
在

学
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す

▼
納
付
猶
予
制
度
：
学
生
で
な
い

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
お
よ

び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す

▼
定
額
保
険
料
：
月
額

1
6
3
4
0
円（
平
成
30
年
度
）

▼
付
加
保
険
料
：
月
額
4
0
0
円

※
付
加
保
険
料
と
は
、
将
来
よ
り

多
く
の
年
金
受
給
を
希
望
す
る

人
が
定
額
保
険
料
に
上
乗
せ
し

て
納
付
す
る
保
険
料
で
、

2
0
0
円
×
付
加
保
険
料
納
付

済
月
数
ー
で
計
算
さ
れ
た
金

額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算

さ
れ
ま
す

▼
現
金
で
納
付
す
る
：
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書

を
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
・
M
M
K
端
末
設
置

店
な
ど
で
納
付
で
き
ま
す

※
M
M
K
端
末
と
は
、
㈱
し
ん
き

ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
運
営
す
る

公
共
料
金
収
納
用
端
末
で
す

▼
口
座
振
替
で
納
付
す
る
：
金
融

機
関
の
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
納

め
忘
れ
も
な
く
、
確
実
で
し
か

も
便
利
で
す

▽
口
座
振
替
手
続
き
に
必
要
な

も
の
：
▼
年
金
手
帳
ま
た
は
納

付
書
等
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の
▼
通
帳
▼
金
融
機

関
届
出
の
印
鑑

▽
口
座
振
替
に
は
次
の
よ
う
な
特

典
が
あ
り
ま
す
▼
当
月
分
を
そ

の
月
に
引
き
落
と
し
に
す
る

と
、
1
か
月
あ
た
り
50
円
の
割

引
に
な
り
ま
す
（
当
月
末
振
替

に
よ
る
早
割
）▼
前
納
（
6
か

月
分
前
納
・
1
年
分
前
納
・
2
年

分
前
納
）
す
る
と
、
保
険
料
が

割
引
に
な
り
ま
す

※
右
記
の
例
と
し
て
、
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

か
ら
現
金
で
保
険
料
を
1
年

前
納
す
る
と
、
3
4
8
0
円

の
割
引
、
2
年
前
納
す
る
と

1
4
4
2
0
円
の
割
引
に
な

り
ま
す
。
ま
た
口
座
振
替
で

保
険
料
を
1
年
前
納
す
る
と
、

4
1
1
0
円
の
割
引
、
2
年
前

納
す
る
と
、
1
5
6
5
0
円
の

割
引
に
な
り
ま
す
（
す
べ
て
平

成
30
年
度
の
割
引
額
）。た
だ
し
、

時
期
に
よ
り
前
納
で
き
る
期
間

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
割
引
額

は
毎
年
異
な
り
ま
す
の
で
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、

必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

左
表
に
該
当
す
る
と
き
に
は
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
会
社
員
・
公
務
員
の
人
は
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入
す
る

こ
と
で
自
動
的
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
新
た
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
額

保
険
料
の
納
付
方
法

●こんなときは届出を

項　目 種　別 届出先
20 歳になった
（厚生年金・共済組
合者を除く）

学生・自営業・自由業など 第 1号被保険者 国保年金課
会社員などに扶養されてい
る配偶者

第 3号被保険者 配偶者の勤務先

会社員・公務員になった 第 2号被保険者 勤務先
会社員などと結婚し、扶養されるようになった 第 3号被保険者 配偶者の勤務先
会社などを退職した、転職して自営業になった 第 1号被保険者 国保年金課
扶養されている配偶者と離婚・死別した 第 1号被保険者 国保年金課

詳
し
く
は
、
国
保
年
金
課
ま
た
は

土
浦
年
金
事
務
所
（
☎
8
2
5
ー

1
1
7
0
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

保
険
料
の
猶
予
・
免
除
制
度
等
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都市計画課☎888ー1111（233）

デマンドタクシー

ご利用案内
あみまるくん

町の公共交通

あみまるくんは、現在、ワゴン型 2台、セダン型 1台の計 3台で運行しています。通院・お買いもの・おで
かけなど、多くの皆さんにご利用いただいています。ご利用を希望する人は、事前に利用登録（無料）が必要
となります。利用者登録は随時受付していますので、『阿見町デマンドタクシー利用登録申請書』に必要事項を
記入し都市計画課までご持参いただくか、郵送でお申し込みください。利用登録申請書は、都市計画課・うず
ら出張所・各公民館・各ふれあいセンター・総合保健福祉会館・図書館などに備え付けてあります。

デマンドタクシーあみまるくんの主な特徴

1 回 400 円で乗車できます。身体障害者手帳・医療手帳・精神障害者保健福祉手帳・自立支援医療受給者証を
交付された人、介護保険法における『要介護者』『要支援者』『事業対象者』に認定された人およびその付き添い
者（1人まで）は 1回 200 円で乗車できます。新たに上記の認定を受けた人は、都市計画課までご連絡を
お願いします。また、介護認定の有効期限が満了した人は、更新手続き後にご連絡をお願いします。

利用料金について

▼自宅前から目的地（町内）まで行けます　　　　　▼みんなで利用する乗り合い制です
▼事前の利用登録と予約が必要です（登録無料）

●予約をお願いします
▼予約をしないと利用できません。利用される前に
下記の予約センターへ、必ず予約をお願いします

▼運転手は予約の受付をすることはできませんの
で、帰りも利用される場合は、あらかじめ帰りの
分も一緒に予約するか、再度予約をお願いします

●キャンセルの場合も電話をお願いします
▼運行を円滑に行うために、予約をキャンセル
する場合にも必ず連絡をお願いします。キャン
セル料金はかかりませんが、連絡なしでのキャ
ンセルの場合は、1乗車分の料金をいただきます

●目的地を複数指定することはできません
▼『郵便局に寄ってから買い物へ』などのように、
１回の運行で目的地を複数指定することはでき
ません

●時間に余裕を持ってご利用ください
▼予約をされた皆さんの自宅や目的地を順番に
回っていきますので、予約状況によっては、

利用者の皆さまへのお願い
お迎えや目的地への到着に時間のかかる場合が
あります
▼正確な到着時刻をお約束できませんので、
お急ぎの場合や、正確な到着時間を希望される
場合は、通常のタクシーなどのご利用をお願い
します

●予約をした場所でお待ちください
▼運転手は予約があった場所に到着した後、5分
程度待っても利用者が現れない時は、次の目的
地へ向かって出発しますので、予約の時間・場
所はお間違いのないよう十分注意してください

●自宅での乗降について
▼ご自宅までお迎えにうかがいますが、自宅まで
の道路が狭い場合や行き止り道路の場合など
は、広い道まで出てお待ちいただくことになり
ます。また、敷地が広い場合は、道路まで出て
お待ちいただきますのでご協力をお願いします

●大きな荷物・危険物・ペットは乗せられません

予約センター
●受付時間：午前 8時 30分～午後 5時

●電話番号：888ー4
よ

1
い

5
交

2
通

運行日・運行時間
●月～金曜日　※祝・祭日および年末年始は運休
●午前 8時～午後 5時
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予科練平和記念館だより

予科練平和記念館だより

予科練平和記念館☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前9時〜午後5時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

◎学芸員のつぶやき
今回はバッターの殴られ方のお話です。予科練の罰と言えば、「海軍軍人精神注入棒」、通称「バッター」
と呼ばれる木の棒で殴られるものが有名です。遅刻などの失敗をすると、教員から尻を思い切り殴られまし
た。通常殴られるときの格好は、両足を開いて立ち、尻を後ろに突き出す体勢なのですが、時にはとんでも
ない体勢で殴られることもあったようです。
ある予科練習生によれば、吊床（ハンモック）を吊るフックにぶら下がる罰があるのですが、そのフック
にぶら下がったままバッターで殴られるのだそうです。もちろん、落ちてはいけません。足を踏ん張ること
も出来ず、さすることも出来ず、とにかくきつい罰だったそうです。

『おはなしとむかしあそびの会』開催 (無料・予約不要 )

ふゆやすみミニイベント『予科練こども会』の開催(無料・予約不要 )
小学生や未就学児童を対象にしたイベントを開催します。参加無料です
ので、お気軽に遊びに来てください。イベントを楽しんでいただいた後に
予科練平和記念館で勉強をしていただければと思います。
▼日時：平成 31年 1月 19日（土）　午前 10時～午後 3時
▼場所：予科練平和記念館内ラウンジ・エントランス前
▼内容：▽屋外：ミニトレイン（雨天中止）　▽屋内：バルーンアートや、的

当て・パチンコ・ぬりえ・折り紙など常時開催しています。腹話
術・マジックは、❶午前 11 時～ 11 時 30 分❷午後 2時～ 2時
30分に開催予定です

●『おもちゃの病院』を同日開催します
▼受付時間：午前 10時～正午、午後 1時～ 3時
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼その他：事前予約不要。当日直接お越しください。

予科練平和記念館にある、選りすぐりの絵本で読み聞かせを行います。その後
は、「むかしの遊び」で楽しく遊びましょう。お子さまと一緒にご参加ください。
▼期日：平成 31年 1月 12日（土）
▼時間：❶午前 11時から❷午後 2時から（各回 30分）
▼場所：予科練平和記念館情報ラウンジ
▼対象：未就学児～小学生まで　※未就学児は保護者同伴
▼その他：事前予約不要。当日直接お越しください。
※当日はバルーンアートや的当てなど他のイベントも同時に行われます。詳細についてはチラシまたは
予科練平和記念館のホームページ等でご案内いたします。どうぞお楽しみに。

おはなしとむかしあそびの会

●『おもちゃの病院』を同日開催します
壊れたおもちゃをご持参いただければ、おもちゃドクターがなおします。
おもちゃの診察は原則無料ですが、部品代、材料代等の実費をいただく場
合があります。修理できるおもちゃの種類など、詳しくは予科練平和記念館
にお問い合わせください。
▼受付時間：午前 10時～正午、午後 1時～ 3時　▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼その他：事前予約不要。当日直接お越しください。おもちゃの病院

予科練こども会
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AMI AMIまちのできごと

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

■﹃
世
界
湖
沼
会
議
歓
迎
阿
見
・
霞
个

浦
湖
畔
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
﹄
開
催

10
月
14
日
、
世
界
湖
沼
会
議

応
援
事
業
『
世
界
湖
沼
会
議
歓
迎

阿
見
・
霞
个
浦
湖
畔
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
は
、
つ

く
ば
市
で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
17
回

世
界
湖
沼
会
議
（
い
ば
ら
き
霞
个

浦
2
0
1
8
）﹂
の
参
加
者
を
会

議
開
催
前
に
お
招
き
し
、
海
外
か

ら
の
研
究
者・茨
城
大
学
の
留
学
生・

町
内
に
お
住
ま
い
の
約
60
人
の
皆

さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
霞
个
浦
湖
畔
（
大
室

地
内
）・
美
浦
村
陸
平
貝
塚
等
を
め

ぐ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

霞
个
浦
の
自
然
と
文
化
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
国
際
色
豊
か
な
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■
町
内
児
童
が
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
受
賞

11
月
11
日
、『
歯
と
口
の
健
康
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
』

の
小
学
校
の
部
に
お
い
て
、
成
田

結
愛
さ
ん（
県
立
美
浦
特
別
支
援
学

校
）の
作
品
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
の
歯
科

保
健
目
標
で
あ
る
8
0
2
0
（
80

歳
で
歯
を
20
本
以
上
保
つ
）・

6
4
2
4
（
64
歳
で
歯
を
24
本
以

上
保
ち
虫
歯
に
し
な
い
）
運
動
の

周
知
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■﹃
和
楽
器
ラ
イ
ブ
﹄　
　

開
催

9
月
9
日
、
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
﹁
和
楽
器
ラ
イ

ブ
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
大
太
鼓
・
長
胴

太
鼓
・
横
笛
等
が
使
用
さ
れ
、
全

身
全
霊
で
奏
で
ら
れ
る
音
色
の
迫

力
と
熱
気
を
3
0
0
人
の
観
客
が

堪
能
し
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
出
演
者
全

員
で
演
奏
さ
れ
る
雄
大
な
日
本
文

化
の
響
き
に
あ
ら
た
め
て
魅
了
さ

れ
、
終
演
と
な
り
ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
親
子
で
つ
く
る

健
康
標
語
表
彰
式
開
催

10
月
21
日
、
町
総
合
保
健
福

祉
会
館
（
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

に
お
い
て
、『
平
成
30
年
度
親
子

で
つ
く
る
健
康
標
語
』
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
を
は
じ
め

15
人
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

健
康
づ
く
り
課
で
は
、﹁
が
ん

予
防
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
の
小

学
5
年
生
お
よ
び
6
年
生
を
対

象
に
親
子
で
つ
く
る
健
康
標
語

を
募
集
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
作
品
﹁
早
め
に
ね　

命

助
か
る　

が
ん
検
診
﹂︹
野
口

大
雅
さ
ん
：
阿
見
第
一
小
学
校

6
年
︺

■

県
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
優
良
賞
受
賞

10
月
10
日
、『
地
域
安
全
運
動
防

犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
：

茨
城
県
・
県
防
犯
協
会
・
県
警
察
本

部
）』
に
お
い
て
、
阿
見
第
二
小

学
校
の
宮
本
紗
矢
香
さ
ん
（
写
真

左
）・
舟
島
小
学
校
の
齋
藤
聖
璃
さ

ん
（
写
真
右
）
が
﹁
鍵
か
け
に
よ
る

空
き
巣
や
乗
り
物
盗
防
止
の
部
﹂

で
優
良
賞
を
受
賞
し
、
県
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲成田結愛さんの作品
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▼
期
日	

平
成
31
年
2
月
3
日（
日
）

▼
時
間	

午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分

▼
場
所	

中
央
公
民
館
多
目
的
室

▼
内
容 

外
国
人
の
人
権
尊
重
に

つ
い
て

▼
講
師 

横
須
賀
聡
子
氏
（
N
P
O

法
人
セ
カ
ン
ド
リ
ー
グ
茨
城
理
事

長
）

▼
募
集
人
数	

50
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料 

無
料

▼
申
込
方
法 

1
月
27
日（
日
）ま
で

に
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
に
申
し

込
む

s
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

町
国
際
交
流
協
会
か
ら

茨
城
大
学
に
留
学
す
る
タ
イ
か

ら
の
留
学
生
が
文
化
紹
介
を
行
い

ま
す
。

留
学
生
に
よ
る
文
化
紹
介
は
英

語
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
語
に

よ
る
通
訳
も
あ
り
ま
す
。
文
化
紹

介
後
に
は
懇
談
会
を
行
い
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
の
意
見
交
換

会
も
行
い
ま
す
。

タ
イ
に
興
味
の
あ
る
人
・
タ
イ
へ

の
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
人
・
世
界

を
も
っ
と
知
り
た
い
人
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日	

平
成
31
年
1
月
5
日（
土
）

▼
時
間	

午
後
1
時
～
2
時

▼
場
所 

茨
城
大
学
阿
見
キ
ャ
ン

パ
ス
こ
ぶ
し
会
館
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
B

▼
申
込
方
法	

左
記
に
メ
ー
ル
で

申
し
込
む　

※
件
名
を
﹁
文
化

紹
介
申
込
﹂
と
し
名
前
・
電
話
番

号
﹁
タ
イ
に
参
加
希
望
﹂
と
記
載

し
て
く
だ
さ
い

s
▼
申
込
に
関
す
る
問
合
せ
：
茨

城
大
学
農
学
部
�c
g

e
-

apply01@
m

l.ibaraki.ac.jp

▼

申
込
以
外
の
問
合
せ
：
町
国
際

交
流
協
会
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
9
2
）

▼
期
日 

平
成
31
年
1
月
8
日（
火
）

▼
時
間 

午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
別
館
）

▼
対
象　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
町
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
入
会
承

認
制
）

s
（
公
社
）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

茨
城
大
学
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
﹃
タ
イ
の
文
化
紹
介
﹄
開
催

人
権
教
育
講
演
会
﹃
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
地
域
を
目
指
し
て
﹄

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
開
催

皆さんがまちづくりについて日ごろ思っている、「私はこういう考えをもっている」、「こうしたらもっと

いい町になる」などのご提案をいただくため、町の公共施設に「まちづくり提案箱」を設置します。

いただいたご提案は町長が直接拝見し、必要に応じてお返事を差し上げるとともに、今後の町政運営に

役立たせていただきます。

「未来に責任を持てる魅力あるまちづくり」を推進していくためには、皆さんの力が必要不可欠です。

阿見町がもっと住みよい町になるために、皆さまからのご提案をお待ちしています。

●実施期間
平成 31年 1月 4日（金）から
●提出方法
下記①②の方法で提出する
①各設置場所の提案箱に投函する

　※提案箱には提案用紙が備えてあります
②町ホームページから提出する（右記二次元コードからもご確認いただけます )

　phttp://www.town.ami.lg.jp/0000000593.html

※提出の際は▼住所▼性別▼年齢▼名前▼職業▼電話番号▼回答の

必要の有無▼町へのご提案等の必要事項をご記入ください
●「まちづくり提案箱」の設置場所
▼役場北口玄関ロビー▼うずら出張所▼福祉センターまほろば▼図書

館▼中央公民館▼君原公民館▼かすみ公民館▼本郷ふれあいセンター

▼舟島ふれあいセンター▼総合保健福祉会館『さわやかセンター』

▼町民活動センター
●問い合わせ
政策秘書課☎ 888-1111（281）

『まちづくり提案箱』を設置します

▲役場北口玄間ロビーに設置す
る「まちづくり提案箱」
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公
益
財
団
法
人
茨
城
県
教
育
財

団
は
、
国
や
県
な
ど
の
公
共
事
業

に
伴
う
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
現
地
説
明
会
は
、
平
成

30
年
10
月
か
ら
発
掘
調
査
が
始

ま
っ
た
向
田
遺
跡
の
調
査
成
果
を

広
く
一
般
の
皆
さ
ん
に
公
開
す
る

も
の
で
す
。

遺
跡
や
出
土
品
に
つ
い
て
担
当

者
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
日	

平
成
31
年
1
月
14
日（
月
）

※
荒
天
中
止

▼
時
間	

午
前
10
時
30
分
～
正
午

▼
場
所 

向
田
遺
跡
（
阿
見
町
小
池

6
5
︱

1
3
6
）　

※
牛
久
阿
見
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
側
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
阿
見
実
穀
店
様
か
ら
南

東
約
5
0
0
メ
ー
ト
ル
、
来
場
の

際
は
発
掘
現
場
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

▼
そ
の
他 

申
込
不
要
、
詳
細
は

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（﹁
発
掘
情

報
い
ば
ら
き
﹂
と
検
索
し
て
く
だ

さ
い
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

s
▼
説
明
会
に
関
す
る
問
合
せ
：

（
公
財
）
茨
城
県
教
育
財
団

本
部
☎
0
2
9
ー

2
2
5
ー

6
5
8
7
ph
ttp
://ｗ

ｗ
ｗ
.

ibaraki-m
aibun.org

▼
記
事
に
関

す
る
問
合
せ
：
生
涯
学
習
課
（
中

央
公
民
館
内
）
☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

音
楽
で
元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

▼
期
日 

平
成
31
年
1
月
20
日（
日
）

午
後
1
時
30
分
開
演（
開
場
：
1
時
）

▼
場
所	

君
原
公
民
館

▼
出
演
団
体 

▼
琴
く
み
か
（
琴
）

&
中
井
鴻
山・
桜
井
鴻
静
山（
尺
八
）

▼
南
平
台
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
＆
南
平

台
盆
踊
り
ガ
ー
ル
ズ
▼
あ
っ
ぺ
と

っ
ぺ
な
伊
達
男
た
ち
（
エ
レ
キ
バ

ン
ド
）
▼
木
琴
あ
や
こ
（
木
琴
）

▼
そ
の
他 

入
場
料
無
料
・
申
込
不
要

s
君
原
公
民
館
☎
8
8
9
ー

1
3
6
3

定
年
後
の
時
間
は
ま
す
ま
す
延
び

て
い
ま
す
。
長
く
大
切
な
こ
の
時
間

を
、
男
性
た
ち
が
楽
し
み
の
場
や
活

躍
の
場
を
持
ち
、
豊
か
に
過
ご
す
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
シ
ニ
ア
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
多
方
面
で
活
躍
中
の
先
輩
講
師

か
ら
、
そ
の
生
き
方
や
原
動
力
、
考
え

方
な
ど
を
お
聞
き
し
て
、
家
庭
や
地
域

で
輝
き
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
日	

平
成
31
年
1
月
26
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所	

中
央
公
民
館
2
階
学
習
室
C

▼
講
師 

糸
賀
忠
氏
（
N
P
O
法
人

ユ
ー
ア
イ
阿
見
代
表
、
町
区
長
会

長
、
中
央
北
区
長
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
2
～
3
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時 

平
成
31
年
1
月
22
日（
火
）

～
24
日（
木
）、
日
没
か
ら
約
3
時

間
以
内
（
各
機
2
時
間
基
準
）

s
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
个
浦
校

総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1

（
3
4
2
0
）

▼
期
日 

平
成
31
年
2
月
23
日
、
3

月
9
日
の
土
曜
日

▼
時
間 

午
前
9
時
30
分
～
午
後

3
時
30
分

▼
場
所 

ク
リ
エ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
教

室
（
水
戸
市
北
見
町
）

▼
対
象 

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父

お
よ
び
寡
婦
で
2
日
間
必
ず

出
席
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

の
人

▼
内
容 

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や

ワ
ー
ド
の
入
力
を
学
ぶ
入
門
講
座

▼
参
加
料 

3
0
0
円
（
教
材
費
）

▼
募
集
人
数 

15
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
抽
選
）

▼
申
込
方
法 

左
記
に
直
接
申
し

込
む

▼
申
込
期
間 

平
成
31
年
1
月
7
日

（
月
）～
31
日（
木
）

▼
そ
の
他 

託
児
サ
ー
ビ
ス（
2
歳

児
以
上
・
要
予
約
）・
無
料
駐
車
場

あ
り

s
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

▼
募
集
人
数	

40
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料 

無
料

▼
申
込
方
法 

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

s
町
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
8
9
6
ー

3
1
8
1

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、長
い
間﹁
A
P（
あ
み
ポ
イ
ン
ト
）

カ
ー
ド
﹂
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
商
業
振
興
会
は
平
成
31
年
3
月

31
日
を
も
ち
ま
し
て
解
散
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
﹁
A
P
カ
ー
ド
﹂
の

ご
利
用
も
平
成
31
年
3
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。
期
限
日
以
降
は

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

現
在
お
持
ち
の
カ
ー
ド
を
ご
確
認

の
う
え
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

な
お
、
満
点
カ
ー
ド
以
外
の
端
数

カ
ー
ド
の
換
金
は
、
左
記
期
限
ま
で

と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
端
数
カ
ー
ド
の
換
金
（
1
ポ
イ
ン

ト
1
円
・
満
点
カ
ー
ド
を
除
く
）

▼
期
間	

平
成
31
年
1
月
7
日（
月
）

～
2
月
28
日（
木
）　

※
土
・
日
・

祝
日
を
除
く

▼
時
間 

午
前
10
時
～
午
後
4
時

▼
場
所 

町
商
工
会
窓
口

s
町
商
業
振
興
会
☎
8
8
7
ー

5
1
7
9

セ
ン
タ
ー
☎
0
2
9
ー

2
3
3
ー

2
3
5
5

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦
（
公
共
職
業

安
定
所
）・
土
浦
労
働
基
準
監
督
署
の

庁
舎
が
移
転
し
ま
す
。

移
転
後
の
庁
舎
所
在
地
・
業
務
開

始
日
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

※
電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
新
所
在
地 

土
浦
労
働
総
合

庁
舎
（
土
浦
市
宍
塚
1
8
3
8
）

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦
：
1
・
2
階

▼
土
浦
労
働
基
準
監
督
署
：
4
階

▼
業
務
開
始
日　

平
成
31
年
1
月

15
日（
火
）予
定

s
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦
（
公
共
職

業
安
定
所
）
☎
8
2
2
ー

5
1
2
4

x
8
2
2
ー

5
2
9
4
▼
土
浦
労

働
基
準
監
督
署
☎
8
2
1
ー

5
1
2
7
x
8
2
1
ー

5
1
2
8

A
P
カ
ー
ド
使
用
期
限
・
端
数

カ
ー
ド
の
換
金
に
つ
い
て

陸
上
自
衛
隊
霞
个
浦
飛
行
場

夜
間
飛
行
訓
練

﹃
新は

る春
の
訪

お
と
な

い
～
邦
楽
と
洋
楽
の

コ
ラ
ボ
～
﹄
開
催

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
講
座

﹃
輝
け
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
！
﹄
開
催

﹃
向
田
遺
跡
発
掘
調
査
現
地

説
明
会
﹄
開
催

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦
・
土
浦
労
働
基

準
監
督
署
の
庁
舎
が
移
転
し
ま
す

至 石岡

至 牛久

至 つくば

新庁舎
土浦労働総合庁舎

国
道
6
号

大型
ショッピングモール

市民
運動広場

約1ｋｍ

﹃
ひ
と
り
親
家
庭
応
援
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
講
習
会
﹄
参
加
者
募
集



広報あみ 1月号通常版　2018.12.21　18

〈広告欄〉

s問合せ　☎電話番号　xファクシミリ　p ホームページ　� Eメール

AMI AMI インフォメーション

町
教
育
委
員
会
か
ら

①
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

▼
勤
務
期
間	

２
０
１
９
年
4
月
1

日（
月
）～
２
０
２
０
年
3
月
31
日

（
火
）

▼
勤
務
日
時	

毎
週
月
～
金
曜
日
、

週
3
日
程
度
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時
（
7
時
間
勤
務
）

▼
勤
務
内
容	

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

に
通
所
す
る
児
童
・
生
徒
の
指
導

②
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
指
導
員

▼
勤
務
期
間	

２
０
１
９
年
4
月
1

日（
月
）～
２
０
２
０
年
3
月
31
日

（
火
）

▼
勤
務
日
時	

毎
週
月
～
金
曜
日
、

週
3
日
程
度
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時
（
7
時
間
勤
務
）

▼
勤
務
内
容	

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

に
通
所
す
る
児
童
・
生
徒
の
指
導

③
特
別
支
援
教
育
支
援
員

▼
勤
務
期
間	

２
０
１
９
年
4
月
5

日（
金
）～
２
０
２
０
年
3
月
24
日

（
火
）

▼
勤
務
日
時	

毎
週
月
～
金
曜
日

（
夏
休
み
・
冬
休
み
・
祝
日
な
ど

休
校
日
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分

～
午
後
4
時
（
う
ち
5
時
間
30
分

も
し
く
は
6
時
間
30
分
勤
務
）　

※
学
校
に
よ
っ
て
変
動
あ
り

▼
勤
務
内
容	

特
別
な
配
慮
を
必
要

と
す
る
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活

上
の
支
援

④
学
校
図
書
館
司
書

▼
勤
務
期
間	

２
０
１
９
年
4
月
8

日（
月
）～
２
０
２
０
年
3
月
24
日

（
火
）

▼
勤
務
日
時	

毎
週
月
～
金
曜
日

（
夏
休
み
・
冬
休
み
・
祝
日
な
ど

休
校
日
を
除
く
）
午
前
9
時
～
午

後
3
時
（
5
時
間
勤
務
）　

※
学
校

に
よ
っ
て
変
動
あ
り

▼
勤
務
内
容	

図
書
館
の
図
書
整

理
・
貸
出
・
図
書
選
定
な
ど

⑤
図
書
館
司
書
ま
た
は
一
般
臨
時

職
員

▼
勤
務
期
間	

２
０
１
９
年
4
月
2

日（
火
）～
２
０
２
０
年
3
月
31
日

（
火
）

▼
勤
務
日
時	

週
5
日
（
土
・
日
・
祝

日
を
含
む
）
午
前
9
時
～
午
後
7

時
（
う
ち
1
日
7
時
間
勤
務
）

▼
勤
務
内
容	

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
全

般
・
図
書
の
維
持
管
理

⑥
社
会
体
育
事
務
員

▼
勤
務
期
間	

２
０
１
９
年
4
月
2

日（
火
）～
２
０
２
０
年
3
月
31
日

（
火
）

▼
勤
務
日
時	

週
5
日
（
土
・
日
を

1
日
含
む
）
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分（
7
時
間
45
分
勤
務
）

▼
勤
務
内
容	

社
会
体
育
の
事
務
補

助
⑦
公
民
館
ま
た
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

事
務
員

▼
勤
務
期
間	

２
０
１
９
年
4
月
2

日（
火
）～
２
０
２
０
年
3
月
31
日

（
火
）

▼
勤
務
日
時	

週
3
日
（
土
・
日
を

1
日
含
む
）
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分（
7
時
間
45
分
勤
務
）

▼
勤
務
内
容	

公
民
館
ま
た
は
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
事
務
補
助

⑧
予
科
練
平
和
記
念
館
展
示
解
説
員

（
非
常
勤
特
別
職
）

▼
勤
務
期
間	

２
０
１
９
年
4
月
2

日（
火
）～
２
０
２
０
年
3
月
31
日

（
火
）
※
そ
の
後
も
必
要
に
応
じ

て
雇
用
更
新
可
（
最
長
3
年
）

▼
勤
務
日
時	

月
15
日
・
週
29
時
間

以
内
（
毎
週
月
曜
日
休
館
、
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
火
曜
日

休
館
）
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分
（
7
時
間
45
分
勤
務
）

▼
勤
務
内
容	

来
館
者
へ
の
案
内
業

務
（
展
示
資
料
等
の
監
視
・
解
説
、

館
内
案
内
、
観
覧
券
・
売
店
で
の

販
売
業
務
、
事
務
補
助
な
ど
）

●
勤
務
場
所	

①
②
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー
③
④
町
内
各
小
中
学
校
⑤
図

書
館
⑥
中
央
公
民
館
⑦
公
民
館
ま

た
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
⑧
予
科

練
平
和
記
念
館

●
募
集
人
数	

①
②
④
～
⑥
い
ず
れ

も
1
人
③
5
人
⑦
2
人
⑧
若
干
名

●
時
給 

②
1
1
5
0
円
④
9
3
0

円
③
⑥
～
⑧
9
0
0
円
⑤
一
般
臨

時
職
員
：
9
0
0
円
、
図
書
館
司

書
有
資
格
者
：
9
3
0
円
　
※
①

は
月
額
1
1
6
0
0
0
円

●
応
募
条
件	

①
～
②
教
員
免
許
状

（
小
学
校
も
し
く
は
中
学
校
）
保

持
者
で
、
健
康
か
つ
通
勤
可
能
な

人
④
図
書
館
司
書
資
格
ま
た
は
教

員
免
許
状
（
小
学
校
も
し
く
は
中

学
校
）
を
保
持
し
て
い
る
⑤
～
⑦

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
の
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
る
人
⑧
▼
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
等
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
人
▼
地
域
の
歴

史
・
戦
史
に
興
味
が
あ
り
接
客
に

向
い
て
い
る
人

●
応
募
期
間	

２
０
１
９
年
1
月

18
日（
金
）ま
で　

※
①
～
④
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
⑤
毎
週
月
曜
日
・

年
末
年
始
な
ど
休
館
日
を
除
く

⑥
～
⑧
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
火
曜
日
）・
祝
日
・
年
末

年
始
な
ど
休
館
日
を
除
く

●
応
募
方
法 

①
～
⑦
履
歴
書
（
3

か
月
以
内
撮
影
の
写
真
貼
付
）
を

直
接
左
記
に
提
出
す
る　

※
郵
送

不
可
⑧
▼
履
歴
書
（
3
か
月
以
内

撮
影
の
写
真
貼
付
）▼
作
文
﹃
応

募
の
動
機
﹄
を
原
稿
用
紙
2
枚

（
8
0
0
字
以
内
）
に
ま
と
め
た

も
の

ー
を
直
接
左
記
に
提
出
す

る　

※
郵
送
不
可

●
選
考
方
法
は
い
ず
れ
も
書
類
選

考
・
面
接
（
日
程
は
後
日
連
絡
）

s
①
～
④
学
校
教
育
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
3
2
1
）
⑤
図
書
館

☎
8
8
7
ー

6
3
3
1
⑥
⑦
生
涯

学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
8
8
8
ー

2
5
2
6
⑧
予
科
練

平
和
記
念
館
☎
8
9
1
ー

3
3
4
4

非
常
勤
特
別
職
募
集
①
②
⑧

臨
時
職
員
募
集
③
～
⑦
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AMI AMIインフォメーション

都
市
計
画
法
第
21
条
第
2
項
の

規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

19
条
1
項
の
規
定
に
よ
る
用
途
地

域
の
変
更
お
よ
び
地
区
計
画
の
変

更
に
あ
た
り
、
同
法
第
17
条
第
1

項
の
規
定
に
基
づ
き
標
記
縦
覧
を

左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

こ
の
計
画（
案
）に
意
見
の
あ
る
人

は
、
左
記
縦
覧
期
間
の
満
了
の
日
ま

で
に
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
期
間 

平
成
31
年
1
月
17
日（
木
）

～
31
日（
木
）　

※
土
・
日
を
除
く

▼
時
間 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分

▼
場
所 

役
場
2
階
都
市
計
画
課
窓

口
▼
内
容 

▼
用
途
地
域
・
地
区
計
画

の
変
更
▼
区
域
：
阿
見
吉
原
地
区

▼
意
見
書
の
提
出
先　

〒
3
0
0
︱

0
3
9
2
阿
見
町
中
央
1
︱

1
︱

1

阿
見
町
長
千
葉
繁
あ
て
（
都
市
計

画
課
扱
い
）

s
都
市
計
画
課
計
画
係
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
3
2
）

町
体
育
協
会
か
ら

▼
期
日 

平
成
31
年
3
月
3
日（
日
）

※
予
備
日
：
17
日（
日
）

▼
場
所 

総
合
運
動
公
園
・
県
立
医

療
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
募
集
人
数	

▼
一
般
の
部
32
組

▼
シ
ニ
ア
の
部
16
組
（
55
歳
以
上

の
み
）　

※
定
員
で
締
切

▼
参
加
料 

1
組
2
0
0
0
円

▼
申
込
期
間 

2
月
8
日（
金
）ま

で　

※
1
月
27
日（
日
）ま
で
は

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
の
み

受
付
。
一
般
は
28
日（
月
）か
ら

受
付

▼
申
込
方
法 

E
メ
ー
ル
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
申
込
用
紙
は

中
央
公
民
館
・
総
合
運
動
公

園
・
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

可
）
で
左
記
に
申
し
込
む
（
午
前

9
時
～
午
後
9
時
。
時
間
厳
守

で
お
願
い
し
ま
す
）

s
町
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部
代
表
倉
持

☎
8
4
1
ー

6
8
7
8
x
8
8
8

ー

1
0
5
5

�m
ansei99@

jcom
.hom

e.ne.jp

phttp://w
w

w
.geocities.jp/

am
itennis2005/

﹃
町
ミ
ッ
ク
ス
テ
ニ
ス
大
会
﹄

参
加
者
募
集

阿
見
吉
原
地
区
に
お
け
る
土
浦
・

阿
見
都
市
計
画
変
更
（
案
）
縦
覧

■龍ケ崎地方衛生組合の財政（平成30年 9月 30日現在）～平成 30年度上半期（4月～ 9月）の財政事情書～
龍ケ崎地方衛生組合は、阿見町、龍ケ崎市、牛久市、取手市、稲敷市、利根町、河内町、美浦村の 8市町
村で構成する一部事務組合であり、構成市町村から搬入される浄化槽汚泥などの処理を行っています。
地方自治法第 243 条の 3第 1項および龍ケ崎地方衛生組合財政事情書の作成および公表に関する条例の定
めにより、財政事情を公表します。

▼組合所有財産の状況…▽土地：32,812 ㎡　▽建物：8,257 ㎡　▽車両：5 台　▽基金積立金：306,523 千円
▼組合債現在高の状況…▽一般廃棄物処理事業債：188,680 千円
s龍ケ崎地方衛生組合総務課☎ 0297−64−1144x 0297−64−1145phttp://ryu1144.ec-net.jp/
� ryu-1144@muse.ocn.ne.jp

▼平成 30年度一般会計の執行状況
歳入 歳出

項　目 予算額 収入済額 項　目 予算額 支出済額
分担金

および負担金 432,903 216,452 議会費 4,063 1,679

使用料
および手数料 23,872 9,928 総務費 150,650 74,301

財産収入 284 30 衛生費 275,569 71,261
繰入金 79,021 0 公債費 118,903 46,454
繰越金 15,000 36,727 予備費 2,000 0
諸収入 105 59
合　計 551,185 263,196 合　計 551,185 193,695
収入率 47.75% 支出率 35.14%

（単位：千円） ▼平成 29年度一般会計決算の状況
歳入 歳出

項　目 金額 割合（％）項　目 金額 割合（％）
分担金

および負担金 456,403 85,34 議会費 3,399 0.68

使用料
および手数料 24,630 4.60 総務費 185,765 37.30

財産収入 247 0.05 衛生費 190,034 38.15
繰入金 0 0.00 公債費 118,902 23.87
繰越金 53,417 9.99 予備費 0 0.00
諸収入 130 0.02

合　計 534,827 100.00 合　計 498,100 100.00

（単位：千円）
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役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1 階正面玄関・ロビー、役場 2 階情報広報
課、うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい	
センター、予科練平和記念館、町民活動センター
▼その他の施設：町内の郵便局、町内の常陽銀行・筑波銀行
の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城県信用組合阿見支
店、カスミフードスクエア阿見店・荒川本郷店、スーパー
タイヨー阿見店、ランドロームフードマーケット阿見店

●人口と世帯●
▽ 11月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報広報課調べ

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の
フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）

●定例相談●

阿見消防署管内調べ
出場件数 168件（2,024）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 110件（1,350）
交通事故 17件（ 183）
一般負傷 26件（ 261）
そ の 他 15件（ 230）
合　　計 168件（2,024）

1 月の納税等
町・県民税（4期）
国民健康保険税（7期）
後期高齢者医療保険料（7期）

納期限 1月 31日（木）

2 月の納税等
固定資産税（4期）
国民健康保険税（8期）
後期高齢者医療保険料（8期）
介護保険料（6期）
納期限 2月 28日（木）

救急車出動状況 10月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●総人口　47,595 人 ( － 1）
●男　性　23,584 人 ( － 3）
●女　性　24,011 人 ( ＋ 2）
●世帯数　19,650 世帯 ( ＋ 26）

●あみメール登録お願いします●
スマートフォン・携帯電話で
t-ami@sg-m.jp宛てに空メール
を送信するか、または左記二次元
コードを読み取り、専用サイトに
アクセスして登録してください。▲二次元コード

0120-131-813

人権・行政相談
日　　時	 平成31年1月10日（木）　午前10時～午後3時
場　　所	 役場 3階 302会議室
問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（215）
子育て相談
電話・来所相談	 月～金曜日 午前 9時～午後 4時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談
日　　時	 火～金曜日 午前 9時～午後 3時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888ー1225
心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1時～ 4時
弁護士相談	 月1回午後1時～3時30分（毎週水曜日の心

配ごと相談にて要予約）
場　　所	 総合保健福祉会館相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談
日　　時	 月～金曜日 午前 8時 30分～午後 5時 15分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	 	町地域包括支援センター☎887ー8124
消費者相談
日　　時	 月～金曜日　午前9時～正午、午後1時～ 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ−
問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談
日　　時	 月～金曜日、午前 9時～正午、午後 1時～

4時 45分
弁護士相談	 水曜日　午後 1時～ 4時［要予約］
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
（総合保健福祉会館内）	
☎ 888ー2940
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
阿見消防署	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 0297ー64ー0119
上下水道課	
☎ 889ー5151
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363
かすみ公民館	
☎ 888ー8111

本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
図書館	
☎ 887ー6331
予科練平和記念館	
☎ 891ー3344
総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センターやすらぎ園	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
町男女共同参画センター	
（AMIふらっとセンター）
☎ 896ー3181
消費生活センター	
☎ 888ー1871
町民ダイヤル（休日当番医・
定例相談等のテレホンサー
ビス）☎ 887ー6600


